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富士と湖の自然をみつめて富士と湖の自然をみつめて

ご意見・ご質問は、TEL（FAX）0555－20－3510　河口湖フィールドセンター　自然共生研究室まで

アメリカの鱗翅（りんし）学会（The Lepidopterists' Society）に
今年も参加することが出来ました

ショート・ニュース

　毎年１回開催されているこの学会の総会ですが、昨年は8月にアリゾナで開かれ６年ぶりに参加させていただ

きました。その中でミヤマシジミとクロオオアリの共生関係について口頭発表もさせていただき、大会事務局長

のオプラー博士他の方々から６年前と同じように歓待していただき、新しい友人も出来充実した１週間でした。

　５７回大会の今年は、フロリダ大学で開催され６月１２日に出発し１９

日に帰国しました。シカゴで乗り継ぎ、ジャクソンビル空港まで約１２０

００ｋｍ、そこからフロリダ大学のあるゲーンスビルまで車で約１２０ｋ

ｍ、合計約２４時間の長旅でした。１３日はフィールド・トリップ（野外

観察）の予定でしたが、ハリケーンになりかけの嵐が通過中で中止になっ

たためマクガイアーセンターを訪れました。ここも一般の人は入れなかっ

たのですが、同じ学会に参加していたスタッフに偶然会い、標本収蔵室を

見せていただくことが出来ました。現在でも４００万頭を超える昆虫標本

を収蔵していて、イギリスの自然史博物館に次いで世界２位の数と種数を

誇る自然史博物館で、シジミチョウ科を中心に世界中の標本を見ることが

できました（来年には６００万頭を超える予定とのことでした）。

　１４日は、天候も回復しフィールド・トリップに参加でき、地元の方の

車に乗せてもらい、バタフライガーデンやカナパハ植物園の中で合計約９

０種のフロリダのチョウを見たり写真に撮ったり出来ました。１５日から

１８日までは、朝８時から夕方５時頃まで計７４件の口頭発表やシンポジ

ウムが、１０件のポスター発表がありました。その中で、自然共生研究室

の渡辺通人が「Metapopulation Structure of Endangered Reverdin's 

Blue in Japan(日本における絶滅危惧種ミヤマシジミのメタ個体群構造)

」と題してポスター発表させていただきました。その他、DNAを利用した

種と科の分類についてのもの、超音波を利用した蛾（ガ）とコウモリの関係、メタ個体群についてのもの、渡り

をするオオカバマダラの生態に関するもの、山火事などの環境変化と昆虫

との関係など、多数の分野で最新の情報を聞くことが出来、非常に有意義な

１週間でした。

　今年の大会は、参加総数が約３００名もあり、これまでで最も多い３０

ヵ国からの参加があったこと、アメリカのほぼ全ての州から参加があった

ということでも大きな大会でした。ここで得たことを、これからの富士山

北麓での自然と共生（共存）するための調査や研究、自然保護に役立てて

行きたいと思います。皆様のご支援とご協力に深謝いたします。

・６月２４日（土）「ほたるの夕べ」が河口湖美術館ビオトープと芝生広場で開催されました。

・アースウォッチプロジェクトの今年度３回目が７月２１日～２３日に行われる予定です。

・絶滅危惧種ミヤマシジミとアリの共生関係を題材とした「さわやか自然百景」が、７月２３日（日）朝７時４５分から

　１５分間、NHKで全国放映される予定です。

(総会の様子)

(フィールドトリップ)

(マグガイアーセンター)
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このページについてのお問合せは、富士河口湖町教育委員会 文化振興局（ステラシアター内）℡７２－５５７７までどうぞ

河口湖円形ホール&
♪自然の香りが響きわたる♪ ♪優しい音が湖風に舞う♪

彼がこの言葉をつくと観客席から楽器をもった人たちが次々とステージ

に向かう。シエナ・ウインド・オーケストラと佐渡裕は、盛り上がったステ

ージの最後に「星条旗よ永遠なれ」を観客も一体となって演奏する。躍動す

るリズム、絶妙なハーモニー、超絶パフォーマンスとパワー溢れる本物の

ウインドサウンドを観客と共に楽しむシエナ・ウインド・オーケストラと

佐渡裕。富士山河口湖音楽祭の最後を飾るのはやはりこの男しかいないだ

ろう。

最後はいつものように・・・　　　〈ゲスト : 池上英樹〉

究極のトランペット・アンサンブル

７月の開催公演のチケット情報

８月１９日（土）１７：００　河口湖ステラシアター

チケットS指定４０００円・A自由 一般３０００円A高校生以下１５００円【チケット好評発売中】

お問合せ　河口湖ステラシアター℡72-5588

８月１７日（木）１４：００　勝山さくやホール

一般２０００円・高校生以下１０００円【チケット好評発売中】

問合せ：河口湖ステラシアター℡72-5588

佐 渡   裕　指揮 
　シエナ・ウインド・オーケストラコンサート
佐 渡   裕　指揮 
　シエナ・ウインド・オーケストラコンサート

The Trumpet ConcertThe Trumpet Concert

ステラシアター・チケットセンター vol.1ステラシアター・チケットセンター vol.1

彼ら１０人は吹奏

楽を志す者の誰も

があこがれる超有

名オーケストラの

トランペット奏者

たち。そんな彼らが

さらに個々の技術

及び音楽性を向上させるために結成したのがこの

The Trumpet Concertだ。オーケストラで表現でき

ない音楽を求めてのトランペットのみによるアン

サンブル。名誉と栄光をつかんでも止まることの

ない彼らのあくなき音楽への情熱と技を楽しんで

ほしい。

満天の星空の下で見る映画会

８月６日（日）１９：３０『マダガスカル』

８月７日（月）１９：３０『ＣＨＩＣＡＧＯ』

入場無料【整理券配布中】

河口湖ステラシアター℡72-5588

2006野外映画フェスティバル2006野外映画フェスティバル

河口湖ステラシアター

開館以来の名物企画

「野外映画フェスティ

バル」を今年も開催。

今年は親子で楽しんで

ほしい大ヒットアニメ

ーション『マダガスカ

ル』と、大人の夜を楽しめるミュージカル映画

『CHICAGO』。入場はもちろん無料。夏の夜を野

外映画会で楽しみましょう！ロビーではお遊びコ

ーナーがあるよ。

富士山河口湖音楽祭のチケット情報

いくつかの企画やコンサートで完売が出ております。

無料公演のお申し込みも承っております。お早めに！

河口湖ステラシアター・チケットセンター℡72-5588

  ８日

１５日

２２日

完売間近お早めに！【イルカwith Friends】

In July, 2006, a season of music came over in this town.In July, 2006, a season of music came over in this town.In July, 2006, a season of music came over in this town.

この街に音楽の季節がやってきた。河口湖ステラシアター通信７月号

【由紀さおりコンサート】良いお席が残り少なくなっています

【森山良子 韓流ナイト】良いお席が残り少なくなっています

ステラシアター・チケットセンター vol.2ステラシアター・チケットセンター vol.2

http://www.stellartheater.jp/
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　いよいよ７月より、「西湖いやしの里　根場」が第１期オープンします。これに伴い、いやしの里で出店する

料理店では、再現された茅葺家屋を利用して営業する飲食店で働いていただける女性スタッフ(パート)を募

集いたします。蘇った日本の原風景の中にたたずむ、こだわりの和食店のスタッフとして働いてみてはいか

がでしょう？

■勤務場所：「西湖いやしの里　根場」

　　　　　　①蒟蒻(こんにゃく)料理店「一粒(いちりゅう)」　②蕎麦店「久保田」

■就業時間：AM10:00～PM3:00またはAM11:00～PM4:00（週1～２日程度でも可）

■年　　齢：２０代～５０代

■就業内容：①(一粒)配膳・調理補助・接客　②(久保田)配膳・接客

■給　　料：時給750円～800円（通勤手当は応相談）

※また、いやしの里に来年開店予定の蕎麦店「松扇(しょうせん)」では、そば職人見習

　いの男性スタッフを募集しています。都内屈指の名店「松扇」の職人さんのもとで、

　本格手打ちの技を学びながら働くのはいかがでしょう。

●お問い合わせ　富士河口湖町　観光課　外川・小佐野　℡ 0555－72－3168

「西湖いやしの里　根場」蒟蒻(こんにゃく)料理店、蕎麦店で働いてみませんか？

平成19年度採用富士河口湖町職員募集案内平成19年度採用富士河口湖町職員募集案内

▲採用職種・人員 事務職１名・土木職１名

事務職Ⅰ

事務職Ⅱ

土木職Ⅰ

役場総務課

での受付

第一次試験
実施日 平成18年8月27日（日）

山梨学院大学

平成18年10月上旬

富士河口湖町役場

場　所

実施日

場　所
第一次試験

インターネット

での受付

昭和41年4月2日から昭和60年4月1日までに生まれた者で、

大学を卒業した者、卒業見込の者及び同程度の学力を有する者

昭和46年4月2日から平成元年4月1日までに生まれた者で、

高校を卒業した者、卒業見込の者及び同程度の学力を有する者

昭和41年4月2日から昭和60年4月1日までに生まれた者で、

大学を卒業した者、卒業見込の者及び同程度の学力を有する者

平成18年7月12日(水)から8月2日(水)まで（土・日曜日、祝祭日を

除く）午前8時30分から午後5時まで

「やまなし申請・予約ポータルサイト」にて受付

平成18年7月12日(水)から7月26日(水)午後5時まで（24時間受

付）　注：プリンターのない方は不可

町ホームページ　http://www.town.fujikawaguchiko

.yamanashi.jp/の職員採用情報を確認し、申請案内に従って下

さい。

本人が平成18年4月11日以前から富士河口湖町に住所を有しているか、親が

富士河口湖町住民であること。

▲受験資格

▲住所要件等

▲受付

▲試験日及び場所

▲問合せ 富士河口湖町役場総務課職員係　　℡ 0555－72－1112

○町村職員統一試験
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社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

　
社
会
福
祉
協
議
会
（
通
称
：
社
協
）
は
、
住

民
参
加
を
基
本
と
し
、
と
も
に
生
き
、
と
も
に

支
え
合
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
皆

さ
ん
の
温
か
い
お
気
持
ち
に
支
え
ら
れ
、
行

政
等
の
支
援
を
受
け
て
組
織
さ
れ
て
い
る
非

営
利
の
民
間
団
体
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
会
費
制
を
と
っ
て
い
る
の
が

大
き
な
特
色
に
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
社

会
福
祉
協
議
会
を
育
て
て
い
く
の
は
、
住
民

で
あ
る
皆
さ
ん
で
あ
り
、
会
費
は
貴
重
な
歳

入
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
会
費
は
、
多

様
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
社
協
活

動
推
進
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
社
協
会
費
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
員
：
一
世
帯
当
り 

５
０
０
円
（
年
額
）

特
別
（
賛
助
）
会
員
：
一
口
当
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

１
０
０
０
円
（
年
額
）

　
つ
き
ま
し
て
は
、
活
動

の
推
進
に
不
可
欠
な

財
源
と
な
り
ま
す

会
費
の
募
集
を
、

７
月
か
ら
行
い
ま

す
の
で
、
町
民
の

皆
様
に
は
、
何
卒

ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
湖
南
区
（
湖

南
町
一
・
二
・

三
丁
目
）
で
は
、

民
生
児
童
委
員

や
福
祉
委
員
が

中
心
に
区
長
、

自
治
会
役
員
等

で
話
し
合
い
、

『
湖
南
町
共
助

会
』
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
会

で
は
、
ま
ず
《
楽
し
く
老
後
を
生
活
で
き
る

支
援
》
を
目
的
に
、
70
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
作
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
６
月
８
日
（
木
）
に
、
湖
南
町
公
民
館
に
お

い
て
、
落
語
ビ
デ
オ
鑑
賞
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
27
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
当
日
は
、

区
長
、
自
治
会
長
も
お
祝
い
に
ご
臨
席
い
た

だ
き
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
活
動
に
は
、
自
治
会
並
び
に
、

公
民
館
活
動
か
ら
の
多
大
な
る
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
５
月
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
に
も

招
待
い
た
だ
き
、
今
後
も
、「
と
う
も
ろ
こ
し
」

「
さ
つ
ま
い
も
」
の
収
穫
祭
な
ど
に
も
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
け
る
予
定
。
参
加
者
か
ら
「
集
ま

れ
る
場
が
で
き
た
こ
と
で
こ
れ
か
ら
が
楽
し

み
で
す
。
」
と
感
想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
八
町
屋
区
福
祉
推
進
会
（
渡
辺
一
奉
会
長
）

で
は
、
６
月
25
日
（
日
）
に
、
八
町
屋
区
公
民
館

に
お
い
て「
ヨ
モ
ギ
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
体
験
教

室
」を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
も
６
年
目
を
迎
え
、
今
回
は
、
総

勢
98
名
が
参
加
。
自
治
会
、
育
成
会
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
の
協
力
の
も
と
、
小
学
生
が
、
老
人

ク
ラ
ブ
会
員
の
指
導
を
仰
ぎ
、「
ヨ
モ
ギ
ま
ん

じ
ゅ
う
」「
お
す
い
と

ん
」を
作
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
立
食
生
活

改
善
推
進
員
会
の
指

導
で
「
富
士
山
体
操
」

を
行
っ
た
り
、
読
み

聞
か
せ
を
し
た
り
、
ご

馳
走
に
舌
鼓
し
、
ふ
れ

あ
い
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、楽
し
く
有
意
義

な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
八
町
屋
区
で

は
、
今
後
も
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ん

に
ち
は
」
の
声
か
け
運
動
の
推
進
や
、
八
町
屋

公
民
館
祭
り
へ
高
齢
者
を
誘
う
な
ど
、区
民
全

体
で
、共
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

『
富
士
山
憲
章
』
を
、
登
山
や
観
光
で
富
士
山

五
合
目
に
訪
れ
た
方
々
に
周
知
し
、
富
士
山

の
環
境
保
全
へ
の
理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け

る
た
め
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　
美
し
い
富
士
山
を
未
来
に
残
す
た
め
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
て
下
さ
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

実
施
内
容
：
啓
発
物
品
を
配
布
し
、
美
化
清

　
掃
を
行
い
、
環
境
保
全
を
呼
び
か
け
る
。

実
施
期
間
：
７
月
19
日
（
水
）
～
21
日
（
金
）

　
27
日
（
木
）
～
31
日
（
月
）
の
８
日
間

集
合
時
間
：
午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　
（
解
散 

午
後
４
時
）

応
募
資
格
：
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

・
小
学
生
以
下
、
中
学
生
、
高
校
生
の
参
加

　
は
、
保
護
者
ま
た
は
先
生
に
よ
る
引
率
を

　
お
願
い
し
ま
す
。
複
数
日
の
参
加
可
。

五
合
目
ま
で
の
交
通
手
段
：
富
士
ビ
ジ
タ
ー

　
セ
ン
タ
ー
か
ら
五
合
目
ま
で
は
各
参
加
者

　
の
自
家
用
車
で
の
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
通
行
券
は
、
事
務
局

　 
 
 

で
手
配
し
ま
す
。
）

 
 
 
 

・
昼
食
は
、
各
自
で
持
参
し
て
下
さ
い
。

 
 

・
荒
天
で
中
止
の
場
合
は
、
午
前
６
時
の
時 

 

　 
 

点
で
判
断
し
、
電
話
連
絡
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
：
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
（
観
光
資
源
課
富
士
山
山
岳
担
当
）

（
電
話
）
０
５
５
５
‐
２
０
‐
９
２
２
９

http://www.yamanashi.kankou.jp/fujisan3776

18
年
度 

富
士
河
口
湖
町
老
人
大
学
開
校

 
 

【
開
校
式
並
び
に
、
第
１
回
講
義
】

月
日
：
平
成
18
年
７
月
11
日（
火
）

場
所
：
船
津
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師
：
富
士
吉
田
市
立
病
院
長 

江
口
英
雄
氏

入
学
要
件
：
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
で
希
望
者

年
間
３
回
開
講
。受
講
料
一
人
１
５
０
０
円

町
民
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
奉
仕
し
ま
す

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

『
社
協
会
費
』
納
入
の
お
願
い

『
社
協
会
費
』
納
入
の
お
願
い

『
社
協
会
費
』
納
入
の
お
願
い

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
～
近
隣
同
士
で
支
え
合
う

　
　
小
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
～

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
～
近
隣
同
士
で
支
え
合
う

　
　
小
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
～

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
～
近
隣
同
士
で
支
え
合
う

　
　
小
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
～

【
船
津
地
区
　
湖
南
区
で
は

　
『
湖
南
共
助
会
』
を
立
ち
上
げ

　
　
「
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
」
を
開
始
！
】

【
八
町
屋
区

『
ヨ
モ
ギ
饅
頭
作
り
体
験
教
室
』
で

　
　
　
子
供
と
お
年
寄
り
の
交
流
】

【
八
町
屋
区

『
ヨ
モ
ギ
饅
頭
作
り
体
験
教
室
』
で

　
　
　
子
供
と
お
年
寄
り
の
交
流
】

【
八
町
屋
区

『
ヨ
モ
ギ
饅
頭
作
り
体
験
教
室
』
で

　
　
　
子
供
と
お
年
寄
り
の
交
流
】

富
士
山
憲
章
五
合
目
重
点
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

富
士
山
憲
章
五
合
目
重
点
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

富
士
山
憲
章
五
合
目
重
点
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集



広
報
富
士
河
口
湖

　
１８

■
採
用
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
　
消
防
吏
員
、
４
名

■
受
験
資
格
　
年
齢
・
身
体
・
住
所
要
件
等
あ
り
。

　
詳
細
は
消
防
本
部
へ
問
合
せ
て
下
さ
い
。

■
受
験
手
続

　
山
梨
県
町
村
職
員
統
一
採
用
試
験
申
込
書
に
て
申
し

　
込
ん
で
下
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
裏
に
「
町

　
村
職
受
験
」
と
朱
書
き
し
書
留
郵
便
に
し
、
「
受
験

　
票
」
に
は
宛
先
を
明
記
し
、
50
円
切
手
を
貼
っ
て
下

　
さ
い
。
ま
た
、
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
所
定

　
の
診
断
書
を
１
通
添
え
て
下
さ
い

■
受
付
期
間

　
　
７
月
12
日
（
水
）
か
ら
８
月
２
日
（
水
）
ま
で

　
　
（
土
日
祝
祭
日
除
く
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
）

　
　
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
２
日
消
印
あ
る
も
の
ま
で

■
第
一
次
試
験
　
８
月
27
日
（
日
）
山
梨
学
院
大
学

　
　
（
二
次
試
験
は
10
月
上
旬
予
定
）

●
申
込
み
・
問
合
先
　

　
富
士
吉
田
市
下
吉
田
１
８
９
６
番
地

　
富
士
五
湖
消
防
本
部
管
理
課
　
℡
22
‐
４
４
２
８

　
５
月
１
日
の
「
河
口
湖
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
園
」
オ
ー
プ
ン
に

伴
い
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
森
と
湖
の
楽
園
」
で
は
、

日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
て
、
無
料
で
入
場
い
た
だ
け

る
「
楽
園
サ
ポ
ー
タ
ー
・
パ
ス
」
を
発
行
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

■
申
込
方
法
「
楽
園
サ
ポ
ー
タ
ー
宣
言
」
に
賛
同
し
「
楽
園

　
サ
ポ
ー
タ
ー･

パ
ス
」
申
込
書
を
記
入
し
申
込
む

■
特
　
典
　
①
楽
園
入
園
料
（
通
常
大
人
1
5
0
0
円
）

　
が
、2
0
0
7
年
３
月
末
ま
で
、
１
家
族
全
員
無
料
。
②

　
『
河
口
湖
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
園
』
の
公
演
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
　

　
1
5
0
0
円
で
見
れ
ま
す
。
③
楽
園
・
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
園
の

　
公
演
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
お
知
ら
せ
を
届
け
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先
「
森
と
湖
の
楽
園
」

　
℡
73-

4
1
1
6
　
ｆ
ａ
ｘ
73-

4
1
2
0
　

　
メ
ー
ル
　s

t
a
f
f
@
o
u
t
d
o
o
r
p
a
r
k
.
n
e
t

■
日
　
時
　
７
月
23
日
（
日
）
　
午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所
　
ぴ
ゅ
あ
富
士
　
大
研
修
室

■
内
　
容
　

・
劇
団
さ
く
ら
っ
子
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
『
よ
っ
ち
ゃ

　
ば
れ
』
・
山
梨
大
学
助
教
授
　
栗
田
真
司
さ
ん
の
講

　
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
『
み
ん
な
で
参
画
　
ま
ち
づ

　
く
り
講
座
』
・
毎
日
の
生
活
の
中
に
あ
る
「
あ
れ
？

　
お
か
し
い
！
　
女
で
も
男
で
も
い
い
の
に
。
」
見
つ

　
め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ー
地
域
の
中
で
の
“
共
同

　
参
画
”
の
進
め
方
を
学
び
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
始
め

　
て
み
ま
し
ょ
う
。
ー

●
主
催
・
申
込
み
　
ぴ
ゅ
あ
富
士
（
県
立
男
女
共
同
参

　
画
推
進
セ
ン
タ
ー
）
　
都
留
市
中
央
３
丁
目
９-

３

　
　
　
℡
0
5
5
4-

45-
1
6
6
6
　

　
　
　f

a
x

0
5
5
4-

45-
1
6
6
3

※
そ
の
他
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
は
無

　
料
で
す
。
託
児
を
ご
希
望
の
方
は
、
３
日
前
ま
で
に

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
７
月
29
日
（
土
）
正
午
～
午
後
５
時
　

　
　
　
　
　
入
場
無
料 

 

■
内
　
容
　
①
講
演
：
午
後
１
時
30
分
～
３
時 

 

　
「
富
士
山
の
低
周
波
地
震
の
そ
の
後
」
ほ
か 

 

　
②
お
も
し
ろ
企
画 

●
富
士
山
ア
カ
マ
ツ
林
エ
コ
ツ
ア
ー

　
●
見
て
み
よ
う
！
火
山
噴
火
と
地
層
の
液
状
化
●
水

　
の
不
思
議
！
　-

サ
イ
エ
ン
ス
実
験
‐
●
世
界
の
夏
＆

　
森
の
香
り
を
体
験
し
よ
う
！ 

 

　
③
富
士
山
研
究
の
成
果
も
見
ら
れ
ま
す
！ 

 

●
富
士
北
麓
の
動
物
と
植
物
　
●
富
士
山
の
地
下
水 

 

●
富
士
五
湖
の
湖
底
堆
積
物
が
語
る
富
士
山
の
歴
史
ほ

か 
 

●
問
合
先
：
県
環
境
科
学
研
究
所
　 

℡
72-

6
2
1
1

　
郡
内
地
域
商
工
会
・
商
工
会
議
所
の
主
催
で
「
１
日

公
庫
」
を
開
設
し
ま
す
。
運
転
資
金
・
設
備
資
金
・
新

規
開
業
資
金
な
ど
事
業
用
資
金
の
ご
相
談
を
お
受
け
い

た
し
ま
す
。
長
期
で
低
利
な
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
ご

活
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
ゆ
っ
く
り
と
相
談
時
間
が
取
れ
る
よ
う
、
予
約
制
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
お
近

く
の
商
工
会
・
商
工
会
議
所
ま
で
事
前
に
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

■
日
　
時
　
７
月
18
日
（
火
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所
　
都
留
市
商
工
会
館
（
都
留
市
上
谷
）

■
相
談
員
　
国
民
生
活
金
融
公
庫
甲
府
支
店
　
担
当
者

●
申
込
・
問
合
先
　
河
口
湖
商
工
会
（
℡
73-

1
1
2
2
）

　
本
年
５
月
１
日
に
改
正
さ
れ
た
会
社
法
、
経
営
戦
略

に
生
か
せ
る
企
業
法
務
関
係
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
養

成
す
る
講
座
で
す
。

■
日
　
時
　
９
月
６
日
～
10
月
11
日
（
毎
水
曜
全
６
回
）

　
　
　
　
　  

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

■
場
　
所
　
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
山
梨
セ
ン
タ
ー

平
成
18
年
度
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
職
員
募
集
！

募
　
　
集

各
種
講
座

「
森
と
湖
の
楽
園
」
入
場
料
が
家
族
全
員
・
１
年
間
無
料
に
な
る

　
「
楽
園
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
！
」

ぴ
ゅ
あ
富
士
　
地
域
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
　

　
「
み
ん
な
で
参
画
　
ま
ち
づ
く
ち
講
座
」

「
研
究
室
公
開
2
0
0
6
」

１
日
国
民
生
活
金
融
公
庫
開
設
の
ご
案
内

企
業
法
務
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
養
成
講
座



広
報
富
士
河
口
湖

　
１９

イ
ベ
ン
ト
紹
介

訓
練
生
募
集

地
球
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
２
０
０
６
in
山
梨

　
地
球
子
ど
も
ク
ラ
ブ
環
境
コ
ン
サ
ー
ト

＝
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
ざ
し
て
＝

第
11
回
は
ま
な
し
寮
夏
ま
つ
り

辛
島
美
登
里
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

　
ー
富
士
河
口
湖
高
等
学
校
同
窓
会
記
念
事
業
ー

　
　
＝
ユ
ニ
セ
フ
チ
ャ
リ
テ
ィ
事
業
＝

本
場
の
黒
人
ゴ
ス
ペ
ル
体
験
ラ
イ
ブ

ア
ー
ト
ガ
イ
ア
河
口
湖
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
特
別
企
画
展
「
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ａ
」
展

　
　
　
　
（
甲
府
市
中
小
河
原
　
南
甲
府
警
察
署
前
）

■
講
座
内
容
　
会
社
法
関
係
、
与
信
・
債
権
管
理
・
人 

　
事
・
労
務
・
営
業
秘
密
管
理
・
内
部
告
発
対
策
等

■
定
員
　
40
名

●
申
込
・
問
合
先
　
独
立
行
政
法
人
　

　
　
　
　
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
山
梨
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
℡
0
5
5
‐
2
4
2-

3
0
6
1
）

＝
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
＝

■
期
　
間
　
８
月
～
11
月
（
３
ヶ
月
）

■
場
　
所
　
ニ
チ
イ
学
館
富
士
吉
田
教
室

■
対
象
者
　
公
共
職
業
安
定
所
の
求
職
申
込
者

■
受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
等
は
自
己
負
担
）

■
申
込
み
　
８
月
３
日
ま
で

＝
パ
ソ
コ
ン
基
礎
コ
ー
ス
＝

■
期
　
間
　
８
月
～
11
月
（
３
ヶ
月
）

■
場
　
所
　
東
京
ビ
ジ
ネ
ス
学
院
都
留
大
月
校

■
対
象
者
　
身
体
障
害
者
で
、
公
共
職
業
安
定
所
の
求

　
　
　
　
　 

職
申
込
者

■
受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
等
は
自
己
負
担
）

■
申
込
み
　
８
月
８
日
ま
で

●
問
合
先
　
都
留
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　
　
　
（
℡
0
5
5
4-

43-

8
9
1
1
）

　
環
境
を
テ
ー
マ
に
、
江
森
陽
弘
さ
ん
と
東
て
る
美
さ

ん
の
司
会
で
、
由
紀
さ
お
り
さ
ん
、
岡
崎
友
紀
さ
ん
の

歌
、
森
ミ
ド
リ
さ
ん
の
チ
ェ
レ
ス
タ
、
内
海
佳
子
師
匠
の

漫
才
、
江
森
陽
弘
さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
多
彩
な
ゲ
ス

ト
で
お
送
り
し
ま
す
。

　
■
日
時
　
７
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　
　
開
場
午
後
１
時
　

　
　
　
　
　
開
演
午
後
２
時

　
■
場
所
　
河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー

　
■
料
金
　
入
場
無
料

　
※
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
「
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
　

　
　
産
登
録
を
目
ざ
し
て
・
募
金
を
行
い
ま
す
。 

こ
の
　

　
　
募
金
は
、
地
球
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の
植
樹
活
動
に
役

　
　
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
●
主
催
　
地
球
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
　

　
　
　
　
　
℡
03-

3
5
8
6-

2
7
4
1

　
利
用
者
と
地
域
住
民
の
方
な
ど
が
、
楽
し
く
ふ
れ
あ

い
場
で
す
。
お
誘
い
併
せ
て
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

■
日
　
時
　
７
月
29
日
（
土
）
午
後
６
時
～
９
時

■
場
　
所
　
富
士
ふ
れ
あ
い
に
村
内
（
日
赤
病
院
南
隣
）

■
内
　
容
　
模
擬
店
、
盆
踊
り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
市
川
大
門
の
花
火
師
に
よ
る
打
上
げ
花
火

●
問
合
先
　
身
体
障
害
者
療
護
施
設
「
は
ま
な
し
寮
」

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
72
‐
５
３
２
２

■
日
　
時
　
７
月
22
日
（
土
）

　
　
　
開
場
　
午
後
１
時
30
分
　
開
演
　
午
後
２
時

■
場
　
所
　
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

■
内
　
容
　
ト
ー
ク
、
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り

■
入
場
料
　
１
０
０
０
円
（
経
費
を
除
い
た
分
全
額
、

　
　
　
　
　
ユ
ニ
セ
フ
に
寄
附
さ
れ
ま
す
。
）

●
問
合
先
　
河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
（
℡
72
‐
5
5
8
8
）

　
本
場
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
で
活
躍
中
の
黒
人
ゴ
ス
ペ
ル

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
グ
リ
ア
ー
一
行
を
迎

え
て
の
全
国
ツ
ア
ー
に
富
士
吉
田
の
ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー

プ
も
参
加
し
ま
す
。 

 

　
黒
人
ゴ
ス
ペ
ル
の
自
由
な
乗
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

■
日
　
時
　
８
月
27
日
（
日
）
午
後
３
時
～
５
時

■
場
　
所
　
富
士
吉
田
市
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
昭
和
通
コ
ナ
カ
前
） 

 

■
参
加
費
　
2
0
0
0
円
（
前
売
り
）

　
　
　
　
　
2
2
0
0
円
（
当
日
）
　

●
問
合
先
　
富
士
吉
田
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
　

　
　
　
　
　
　
℡
22-

2
0
2
7

　
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
「
ビ
ト
ウ
ィ
ー

ン
ア
ス
、
ダ
ー
シ
ェ
ン
カ
」
が
表
現

す
る
「
上
質
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」

を
提
案
す
る
企
画
と
し
て
開
催
し
ま

す
。
原
作
者
カ
レ
ル
・
チ
ェ
ペ
ッ
ク

や
そ
の
時
代
背
景
を
紹
介
し
つ
つ
、

現
代
に
お
け
る
新
た
な
「
ダ
ー
シ
ュ

エ
ン
カ
」
と
「
ペ
ッ
ト
と
の
共
生
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
の

世
界
観
を
演
出
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
７
月
15
日
～
９
月
24
日
（
毎
日
開
館
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

●
問
合
先
　
ア
ー
ト
ガ
イ
ア
河
口
湖
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
℡
83
‐
３
０
８
１
　f

a
x

83
‐
２
１
１
３
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■
期
　
間
　
７
月
15
日
（
土
）
～
31
日
（
月
）

■
割
引
料
金

　
フ
リ
ー
パ
ス

　
　
大
人
4
8
0
0
円
�
2
9
0
0
円

　
　
中
人
4
3
0
0
円
�
2
6
0
0
円

　
　
小
人
3
5
0
0
円
�
2
3
0
0
円

　
入
園
券

　
　
大
人
1
2
0
0
円
�
5
0
0
円

　
　
中
人
1
2
0
0
円
�
5
0
0
円

　
　
小
人
　
6
0
0
円
�
3
0
0
円

●
町
民
で
あ
る
証
明
書
を
持
参
し
て
下
さ
い
！

　
初
心
者
・
体
験
コ
ー
ス
5
0
0
0
円
が
、

　
地
元
平
日
特
別
割
引
で
2
0
0
0
円
で
体
験
で
き
ま
す
！

■
必
要
な
も
の
　
水
着
、
町
民
の
証
明
が
で
き
る
も
の

■
期
　
間
　
７
月
21
日
ま
で
の
平
日
の
み
（
要
予
約
）

■
レ
ン
タ
ル
内
容
　
ボ
ー
ド
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、

　
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ー
ツ
、
ラ
イ
ン
、
ハ
ン
ド
ル
等
無
料

●
予
約
・
問
合
先
　
キ
ャ
メ
ロ
ッ
ト
　
℡
73-

1
1
1
7

■
日
　
時
　
７
月
17
日
～
20
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
場
　
所
　
県
立
ろ
う
学
校
幼
児
指
導
室
（
山
梨
市
大
野
）

■
対
象
児
　
０
歳
児
よ
り

■
相
談
内
容
・「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」
に
関
す
る
悩
み
や
　

か
か
わ
り
方
・
育
児
相
談
、
聴
力
測
定
、
補
聴
器
調
整

■
申
込
方
法
　
７
月
13
日
ま
で
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日

　
時
を
予
約
し
て
下
さ
い
。

●
問
合
先
　
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
支

　
援
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　
　
電
　
話
　
０
５
５
３
‐
２
２
‐
１
３
７
８

　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
５
５
３
‐
２
２
‐
６
４
１
９

　
　
　
　
Ｅ
メ
ー
ル
　s

o
d
a
n
@
r
o
g
a
k
o
.
k
a
i
.
e
d
.
j
p

　
富
士
吉
田
警
察
署
管
内
で
、
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い

る
こ
と
か
ら
６
月
22
日
（
木
）
に
富
士
吉
田
警
察
署
に
お

い
て
、
交
通
事
故
抑
止
緊
急
対
策
会
議
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
会
議
の
中
で
富
士
吉
田
警
察
署
で
は
、・
高
齢
者
交
通

事
故
ゼ
ロ
運
動
・
飲
酒
運
転
絶
滅
運
動
（
飲
酒
運
転
絶

滅
7
4
日
作
戦
実
施
中
６
月
19
日
～
８
月
31
日
）
を
積

極
的
に
実
施
し
て
い
く
と
の
事
で
す
。

　
ま
た
国
道
１
３
９
号
線
の
歩
行
者
横
断
中
の
人
身
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
夏
の
行
楽
シ

ー
ズ
ン
に
よ
る
車
の
交
通
量
が
増
え
ま
す
の
で
、
運
転

時
は
勿
論
の
こ
と
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
行
動
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
７
月
21
日
～
８
月
20
日
ま
で
は
「
夏
の
交
通
事

故
防
止
県
民
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

＝
重
点
目
標
＝

　
１

高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

　
２

飲
酒
運
転
と
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
追
放

　
３

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正 
 
 

　
　

し
い
着
用
の
徹
底

　
４

運
転
中
の
携
帯
電
話
等
使
用
禁
止
の
徹
底

　
家
族
や
友
だ
ち
と
ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
、
文
学
館

の
展
示
を
見
た
り
、
芸
術
の
森
公
園
内
を
散
策
し
た
り

し
て
楽
し
も
う
、
参
加
者
に
は
修
了
証
書
と
記
念
品
を

贈
り
ま
す
。

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
と
き
　

　
　
毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
～
４
時

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
人
　
小
中
高
校
生
（
無
料
）

■
内
　
容
　
①
常
設
展
観
覧
と
ク
イ
ズ
「
わ
た
し
は
だ

　
あ
れ
？
」
②
芸
術
の
森
公
演
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

●
問
合
先
　
山
梨
県
立
文
学
館 

（
0
5
5-

2
3
5-

8
0
8
0
）

■
内
　
容
　
気
象
台
見
学
・
地
震
体
験
・
お
誕
生
日
の 

　
天
気
調
べ
等

■
日
　
程
　
８
月
26
日
（
土
）
９
時
～
16
時

■
場
　
所
　
甲
府
地
方
気
象
台

　
　
　
　
（
甲
府
市
飯
田
4-

7-

29
）

■
参
加
費
　
無
料
、
予
約
不
要
、
当
日
お
気
軽
に
お
い

　
　
　
　
　
で
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　

　h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
k
y
o
-
j
m
a
.
g
o
.
j
p
/
h
o
m
e
/
k
o
f
u

●
問
合
せ
　
甲
府
地
方
気
象
台
総
務
課

　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
2
2-

3
6
3
4

※
駐
車
場
の
都
合
に
よ
り
、
お
車
で
の
お
越
し
は
ご
遠

　
慮
く
だ
さ
い
。

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
は
、 

２
０
０
３
年
12
月

１
日
か
ら
関
東
、
中
京
及
び
近
畿
の
一
部
に
お
い
て
開

始
さ
れ
、
２
０
０
６
年
末
ま
で
に
は
、
全
て
の
都
道
府

県
庁
所
在
地
に
て
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
行
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
へ
の
移
行
に
伴
い
、
２
０
１
１
年
７
月
24
日
ま

で
に
終
了
し
ま
す
。

夏
休
み 

子
ど
も
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
相
談
会

富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
か
ら
富
士
河
口
湖
町
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
企
画

お
知

ら

せ

町
民
割
引
き
で
ウ
エ
イ
ク
ボ
ー
ド
し
ま
せ
ん
か

「
運
転
は
　
人
に
社
会
に
　
思
い
や
り
」

甲
府
地
方
気
象
台
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
お
天
気
フ
ェ
ア
２
０
０
６

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
へ
の

　
　
　
　
　
完
全
移
行
の
お
知
ら
せ

文
学
館
に
お
い
で
よ

　
土
曜
チ
ャ
レ
ン
ジ
文
学
館

な 

し
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２１

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
視
聴
す
る
に
は
、
①

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
る
②

地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い
足
す
③
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
対
応
済
み
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
す
る
、

各
方
法
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
せ
先

・
受
信
相
談
／
総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

　
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー
　

　
電
話
　
０
５
７
０
‐
０
７
‐
０
１
０
１

・
視
聴
エ
リ
ア
／(

社)
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
d
-
p
a
.
o
.
j
p
 

2006年市町村振興宝くじ　7月13日⑤発売!

サマージャンボ3億円 (1等前後賞合わせて)

試験の区分・試験職種 採用人員

警察官Ａ

警察官Ｂ

申込書配布日 受付期間 1次試験日 合格発表日

平成19年

4月採用

（2回目）

平成19年

4月採用

男　性 26名程度

2名程度

2名程度

18名程度

2名程度

7月7日 9月17日 12月1日

7月26日

～

8月25日

男性

武道指導

女　性

男　性

女　性

平成１８年度自衛官募集案内

警察官採用募集

区 分 願書受付期間 第１次試験 概　　要
資格募集種目

2等 陸・海・
空士

18歳以上
27歳未満の者

曹 候 補 士
（陸･海･空）

18歳以上
27歳未満の者

防衛医科大学校
学生

高卒（見込）
21歳未満の者

航 空 学 生
（海･空）

高卒（見込）
21歳未満の者

防衛大学校
学生

高卒（見込）
21歳未満の者

推薦

一般

一般曹候補
学生
（陸･海･空）

18歳以上
24歳未満の者

9月24日（男子）

9月25日（女子）

陸上は2年、海上･航空は
３年を１任期として任用
（以降2年を1任期）

飛行機・ヘリコプターの
パイロット養成コース
入隊後６年で幹部昇任

修学年限4年
卒業後1年で幹部自衛官
に昇任

修学年限6年
医師免許取得後は幹部自
衛官に昇任

入隊後3年経過以降選考

により3等陸･海･空曹へ

教育期間約2年終了後

3等陸･海･空曹

8月１日～9月8日

9月８日～９月２９日

9 月 1６日

9月５日～７日 9月23～24日

11月4～5日

看 護 学 生
高卒（見込）
24歳未満の者

修学年限3年
看護師免許取得後2等
陸曹に昇任

10月 15日

9月８日～
　　９月２９日 11月11～12日

9 月 2３日

ＵＲＬ　　http://www.yamanashi.plo.jda.go.jp　Ｅ－mail　hq1@yamanashi.plo.jda.go.jp

●応募希望者は下記までお問合せください。

　　　　自衛隊山梨地方連絡部　大月募集事務所　大月市御太刀2‐8‐10　電話：0554‐２２－１２９８

●問い合せ先　山梨県警察本部警察課人事担当　電話：0120‐314874 (専用フリーダイヤル)
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＝国内最高峰のゴルフトーナメントが再び＝

富士桜カントリー倶楽部では８月３１日～９月３日の期間「第３４回フジサンケイクラシック」ゴルフトーナメ

ントが開催されます。今年も富士桜カントリー倶楽部において男子プロたちの熱戦が繰り広げられます。

　昨年に引き続き富士桜カントリー倶楽部での開催を迎えるにあたって、トーナメントをお手伝いいただ

ける「ボランティアスタッフ」を募集致します。トッププレーヤーのプレーを間近にして、トーナメントの運

営に一役かっていただきたいと思います。

■�期　　間　8月30日（水）～９月３日（日）

■�場　　所　富士桜カントリー倶楽部（小立７１８７－４）

■�募集人数　各日　約100名

■�募集内容　①スコアラー　　　　　②キャリングボード　

　　　　　　 ③スタート・アテスト　　④スタートコール

　　　　　　 ⑤固定ギャラリー整理　 ⑥移動ギャラリー整理

　　　　　　 ⑦練習場（管理）　　　　⑧ギャラリーゲート

　　　　　　 ⑨カード運搬　　　　 　⑩クリーンスタッフ　

　　　　　　 ⑪ボランティアスタッフ

■�特　　典　・当日使用したユニフォーム（大会ポロシャツ）は進呈します。

　　　　　　 ・昼食は用意します。

 　　　　　　・ボランティアスタッフコンペ(11月開催予定)の参加ができます

■応募方法・問合せ先

　　ボランティア事務局　富士桜カントリー倶楽部（担当・小野正志・渡辺典幸）までご連絡下さい。

　　申込用紙をお送りしますので、必要事項記入の上、事務局へ郵送・FAXでご応募ください。 

　　◆TEL７３－２２１４　　FAX７３－２４５２◆

　　申込み用紙はホームページからダウンロードできます。　URL　http://www.fujizakura-cc.jp/

 　　尚、応募者多数の場合はお断りする場合があります。　　　■締切　　8月11日（金）

鈴
木
　
佑
捺
　
　
秀
　
明
　
恵
実
子
　
河
口

外
川
　
　
凛
　
　
修
　
司
　
美
　
奈
　
河
口

倉
澤
　
　
　
　
　
　
学
　
　
麻
友
子
　
河
口

堀
内
　
未
風
　
　
　
努
　
　
志
　
信
　
大
石

流
石
　
　
葵
　
　
真
　
也
　
亜
　
紀
　
勝
山

白
根
　
巧
巳
　
　
正
　
浩
　
菊
　
香
　
勝
山

木
村
　
瑠
那
　
　
英
　
信
　
初
　
美
　
勝
山

新
井
か
り
ん
　
　
浩
　
之
　
美
　
香
　
大
嵐

三
浦
　
若
菜
　
　
　
泉
　
　
幸
　
江
　
西
湖
南

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

お
め
で
た
（
出
生
）

お
子
さ
ん

父

母

渡
邊
　
昌
子
　
　
雅
　
之
　
ち
ひ
ろ
　
船
津

松
島
　
　
汰
　
　
雄
　
平
　
智
　
子
　
船
津

杉
崎
　
小
花
　
　
哲
　
也
　
弓
　
恵
　
船
津

加
々
美
　
武
　
　
英
　
樹
　
智
　
子
　
船
津

渡
邊
　
心
温
　
　
裕
　
司
　
美
　
穂
　
船
津

安
富
　
蒼
良
　
　
　
誠
　
　
幹
　
子
　
船
津

奥
脇
友
萌
果
　
　
将
　
樹
　
治
　
子
　
船
津

渡
邊
素
波
琉
　
　
　
仁
　
　
裕
　
子
　
船
津

重
光
　
翔
瑛
　
　
明
　
叡
　
さ
つ
き
　
船
津

小
佐
野
陽
菜
　
　
　
亮
　
　
晃
　
子
　
船
津

市
川
翔
太
郎
　
　
秀
　
樹
　
　
愛
　
　
船
津

水
野
　
未
昊
　
　
良
　
信
　
朋
　
恵
　
船
津

羽
田
　
樹
啓
　
　
啓
三
郎
　
清
　
美
　
船
津

古
屋
　
輝
翔
　
　
為
　
宏
　
民
　
江
　
小
立

近
藤
　
　
舞
　
　
　
学
　
　
千
　
佳
　
小
立

荒
川
　
和
毅
　
　
広
　
見
　
香
　
織
　
小
立

田
中
新
ノ
助
　
　
孝
　
冶
　
　
泉
　
　
小
立

渡
辺
　
愛
叶
　
　
　
司
　
　
明
　
美
　
小
立

林
　
　
侑
吾
　
　
幸
　
生
　
久
美
子
　
小
立

桑
原
　
世
成
　
　
信
　
司
　
め
ぐ
み
　
小
立

松
本
富
士
斗
　
　
　
聡
　
　
明
　
子
　
小
立

上
田
　
玄
嘉
　
　
博
　
明
　
聖
　
子
　
小
立

【
5
月
17
日
か
ら
6
月
23
日
ま
で
】

し
ょ
う
こ

そ
う
た

こ
は
な

み
お
ん

そ
ら

は
る
な

み
ひ
ろ

い
っ
け
い

て
る
と

か
ず
き

ま
な
か

ゆ
う
ご

せ
な

あ
お
い

げ
ん
が

ゆ
う
な

み
ぶ り

ん
り
ん

た
く
み

る
な

わ
か
な

ま
い

し
ょ
う
え
い

と
も
か

す
ば
る

し
ょ
う
た
ろ
う

し
ん
の
す
け

ふ
じ
と た

け
る

外
川
　
建
彦
　
66
歳
　
外
川
　
孝
行
　
船
津
　

宮
下
　
輝
雄
　
87
歳
　
宮
下
　
幸
雄
　
船
津

菊
池
　
し
ず
　
92
歳
　
富
田
　
隆
治
　
船
津

梶
原
ふ
さ
江
　
82
歳
　
梶
原
　
　
守
　
船
津

小
澤
　
康
信
　
64
歳
　
小
澤
　
君
子
　
船
津

森
澤
　
麻
江
　
78
歳
　
森
澤
　
和
知
　
船
津

中
村
つ
る
よ
　
93
歳
　
中
村
　
　
豊
　
船
津
　

長
山
　
加
奈
　
17
歳
　
長
山
　
保
志
　
船
津

井
出
　
信
広
　
49
歳
　
井
出
　
貴
　
　
船
津

渡
邊
　
　
進
　
48
歳
　
渡
邊
　
郁
子
　
小
立

渡
邊
　
勝
己
　
73
歳
　
渡
邊
　
桂
子
　
小
立

古
屋
　
よ
う
　
79
歳
　
古
屋
　
利
康
　
小
立

中
村
み
江
子
　
76
歳
　
中
村
仁
太
郎
　
河
口

外
川
ヤ
ヱ
子
　
97
歳
　
外
川
　
　
満
　
河
口

堀
内
き
く
よ
　
94
歳
　
堀
内
　
洋
吾
　
大
石

堀
内
く
の
子
　
85
歳
　
堀
内
　
弘
一
　
大
石

「第３４回フジサンケイクラシック」ボランティアスタッフ募集！
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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
中
道
往
還
の
今
昔

　
国
道
３
５
８
号
線
（
甲
府
か
ら
精
進
ま
で
の
間
）
は
、
昭

和
48
年
４
月
に
山
梨
県
の
有
料
道
路
と
し
て
開
通
し
平
成

６
年
11
月
に
無
料
化
さ
れ
て
か
ら
は
甲
府
・
長
野
方
面
に

行
く
場
合
な
ど
１
３
７
号
線
よ
り
も
、
車
の
利
用
が
多
い

昨
今
で
す
。
こ
の
精
進
・
甲
府
線
の
通
過
す
る
精
進
ト
ン
ネ

ル
の
上
が
御
坂
山
峡
で
あ
り
、
女
坂
峠
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

峠
を
越
え
る
精
進
か
ら
古
関
梯
に
通
じ
る
道
、
こ
の
道
こ

そ
古
い
時
代
か
ら
、
特
に
昭
和
20
年
前
後
に
は
精
進
の
ほ

と
ん
ど
の
家
庭
で
は
行
商
を
し
、
当
時
甲
府
近
郷
や
遠
く

は
松
本
方
面
ま
で
も
各
家
庭
で
作
る
下
駄
、
農
具
の
柄
、
割

り
箸
、
枠
な
ど
を
背
負
い
出
か
け
て
は
商
売
を
し
て
来
ま

し
た
。
時
が
過
ぎ
、
現
代
に
至
り
ま
す
が
、
ま
さ
に
こ
の
道

が
生
活
道
路
、
古
代
か
ら
の
中
道
往
還
で
す
。

　
こ
の
道
は
甲
斐
の
国(

山
梨
県)
と
駿
河
の
国
（
静
岡
県
）

を
結
ぶ
最
短
距
離
の
往
道
で
し
た
。
甲
斐
国
志
に
中
道
往

還
を
「
駿
河
三
条
あ
る
中
間
な
る
故
に
呼
べ
り
」
と
紹
介
さ

れ
古
代
甲
斐
国
の
政
治
の
中
心
が
釜
無
川
以
東
（
甲
府
市
）

に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
縄
文
・
弥
生
時
代
か
ら
文
化

の
道
と
し
て
栄
え
、
特
に
鎌
倉
時
代
に
は
甲
斐
源
氏
の
武

田
信
義
・
安
田
義
定
ら
の
武
将
や
、
戦
国
時
代
に
は
武
田
信

玄
、
織
田
信
長
、
徳
川
家
康
等
の
名
将
が
往
来
し
た
軍
用
道

と
し
て
当
時
は
警
戒
が
厳
し
く
、
本
栖
と
古
関
（
合
併
し
甲

府
市
）
に
は
関
所
が
あ
り
ま
し
た
し
、
更
に
江
戸
時
代
に
は

駿
河
か
ら
塩
、
海
産
物
の
輸
送
路
と
し
て
伝
馬
制
が
し
か

れ
、
産
業
の
道
と
し
て
活
況
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
明
治
以
降
に
な
っ
て
か
ら
は
鉄
道
の
開
通
と
自

動
車
道
路
の
発
達
に
よ
り
忘
れ
ら
れ
た
道
と
な
ろ
う
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
女
坂
の
峠
に
は
往
時
の
証
と
し
て

こ
ん
な
句
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。

生
魚
の
二
十
里
走
る
郭
公
鳥
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
）

　
こ
の
よ
う
に
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
歴
史
か
ら
数
多
く

の
天
然
記
念
物
は
勿
論
、
古
文
書
、
工
芸
品
、
建
造
物
な
ど

数
多
く
の
資
料
が
点
在
し
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
近
年
の
歴
史
の
中
で
も
、
今
か
ら
１
０
０
年
程
前

か
ら
世
界
一
の
精
進
湖
と
し
て
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
方
面
に

紹
介
さ
れ
そ
れ
が
大
評
判
と
な
り
、
大
正
11
年
に
は
昭
和

天
皇
が
皇
太
子
の
頃
、
精
進
に
ご
来
遊
さ
れ
る
な
ど
、
多
く

の
功
績
を
残
さ
れ
た
人
、
英
国
人
で
あ
り
な
が
ら
生
涯
を

精
進
ホ
テ
ル
の
創
設
者
と
し
て
君
臨
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
ホ

イ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ズ
氏
。
帰
化
さ
れ
星
野
芳
春
の
名
で
さ
ら

に
ホ
テ
ル
を
基
点
に
パ
ノ
ラ
マ
台
・
富
士
風
穴
・
精
進
湖
・

本
栖
湖
・
西
湖
と
北
麓
の
大
自
然
の
景
観
を
探
勝
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
付
加
価
値
を
も
考
え
た
観
光
カ
リ
ス
マ
で

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
精
進
に
は
古
来
か
ら
の
交

流
を
含
め
た
史
跡
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
文
化
財
審
議
会
委
員
　
　
渡
辺
袈
裟
司

富士の樹海と精進湖

HAPPY WEDDING

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

大
石
　
久
野
　
90
歳
　
大
石
　
良
範
　
勝
山

渡
辺
　
重
夫
　
97
歳
　
渡
辺
　
秀
一
　
西
湖

渡
邊
　
澄
子
　
94
歳
　
渡
邊
　
友
義
　
本
栖

山
口
　
嘉
久
　
86
歳
　
山
口
　
寿
廣
　
富
士
ヶ
嶺

外
川
　
孝
司 

 

＝ 
 

中
野
　
真
貴
　
船
津

　
原
　
伸
仁 

 

＝ 
 

渡
邊
由
起
子
　
船
津

萱
沼
　
直
哉 

 

＝ 
 

小
林
　
美
月
　
船
津

伊
藤
　
正
行 

 

＝ 
 

小
林
智
恵
美
　
小
立

三
浦
　
巨
樹 

 

＝ 
 

松
田
真
由
美
　
河
口

羽
田
　
八
代 

 

＝ 
 

久
保
ゆ
か
り
　
勝
山

渡
邉
　
啓
太 

 

＝ 
 

後
藤
　
綾
音
　
大
嵐

人口

男

女

世帯

　　25,652人
(＋35)

 12,625人
(＋13)

 13,027人
　(＋22)

 8,641  
(＋13)

日   

時
　
8
月
1
日 (

火)

　
　
　   

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場   

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

6月1日現在の
人口・世帯

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
6
月
広
報
誌
23
ペ
ー
ジ
下
段
3
行
目
と
17
行
目

　
（
誤
）
流
家
　
明
良
　
（
誤
）
小
川
原
　
章
　

　
（
正
）
貴
家
　
明
良
　
（
正
）
小
河
原
　
章

　
お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
共
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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77

「
広
報
富
士
河
口
湖
」
は
資
源
保
護
と
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

2
0
0
6
年
7
月
 
N
o
.
3
2
広
報
富
士
河
口
湖

発
行
/
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
役
場

編
集
/
富
士
河
口
湖
町
役
場
　
企
画
課

〒
401-0392　

T
E
L
 
0
5
5
5
-
7
2
-
6
0
2
3

http://w
w

w
.tow

n.fujikaw
aguchiko.yam

anashi.jp/
kikaku@tow

n.fujikaw
aguchiko.lg.jp

地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 14001 認証取得

EC00J0306

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　�２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～

第１期 オープン！西湖いやしの里　根場 

今
月
の
新
庁
舎
企
画

今
月
の
新
庁
舎
企
画

出

演

者

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

7
月
１９
日（
水
）
１２
時
１０
分
～
５０
分

富
士
吉
田
バ
プ
テ
ス
ト
教
会

ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ヤ
「
ブ
リ
ラ
ン
テ
」

　
富
士
吉
田
バ
プ
テ
ス

ト
教
会
を
拠
点
に
、
富

士
北
麓
地
域
に
住
む

若
い
お
母
さ
ん
た
ち
を

主
と
し
た
ゴ
ス
ペ
ル
を

歌
う
サ
ー
ク
ル
で
す
。

子
育
て
を
し
な
が
ら
、

思
い
っ
き
り
声
を
出
す

ゴ
ス
ペ
ル
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は

20
名
ほ
ど
。  

　
ゴ
ス
ペ
ル
は
、
聖
書

の
言
葉
に
基
づ
い
た
歌

詞
を
楽
譜
な
し
で
３
声
で
歌
い
ま
す
。
黒
人
独
特
の
リ
ズ

ム
の
あ
る
曲
も
多
い
で
す
。
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園
ヨ
ハ
ネ
祭
コ
ン

サ
ー
ト
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ベ
ル
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ

ブ
、
白
樺
荘
、
芙
蓉
荘
な
ど
老
人
ホ
ー
ム
で
の
賛
美
、
教
会

の
ク
リ
ス
マ
ス
で
の
賛
美
な
ど
、
地
域
に
広
が
る
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
た
び
た
び

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。  

■
主
な
曲
目
　O

h
 
H
a
p
p
y
 
D
a
y
,
 

ア
ド
ナ
イ
・
エ
レ

　 

大
切
な
人
、Jo
y

、Bl
e
s
s
 
t
h
e
 
L
o
r
d
 
w
i
t
h
 
m
e

　 
 

君
は
愛
さ
れ
る
た
め
生
ま
れ
た
な
ど
。

寄りやゾーン寄りやゾーン

集落ゾーン集落ゾーン

　昔、西湖エリア一帯は茅葺き民家が多く建ち並んでいましたが、昭和41年の災害により甚大な被害を受け、

そのほとんどが消失してしまいました。そこで、失われた茅葺きの集落を現代にと「西湖いやしの里　根場創

出事業」が立ち上がり、富士山を眺める絶景の傾斜地に全23棟の茅葺き建築物を再現していく一大プロジェク

トが進められています。

いよいよ7月15日

今回の第1期では、11棟の

館がオープン。今後の茅葺

民家の建設を進め、来年は

15棟、平成21年には23棟の

茅葺集落が完成する予定

です。

今では珍しい茅葺き作業

も建築作業の中でご覧い

ただけます。

今回の第1期では、11棟の

館がオープン。今後の茅葺

民家の建設を進め、来年は

15棟、平成21年には23棟の

茅葺集落が完成する予定

です。

今では珍しい茅葺き作業

も建築作業の中でご覧い

ただけます。

入館料は、施設保存のため

の協力金の意味合いも兼

ねて、大人200円、小中学生

100円をいただきますが、

町民の方は「町民優待カー

ド」を提示いただけば無料

です。

入館料は、施設保存のため

の協力金の意味合いも兼

ねて、大人200円、小中学生

100円をいただきますが、

町民の方は「町民優待カー

ド」を提示いただけば無料

です。

7月15日オープンイベント7月15日オープンイベント

歌手イルカによるテープカット！

12：30～

土屋朱帆童謡コンサート

14：00～

歌手イルカによるテープカット！

12：30～

土屋朱帆童謡コンサート

14：00～

大型・中型バス　1,000円

マイクロバス　　  500円

普・軽自動車　　　300円

駐車料

大型・中型バス　1,000円

マイクロバス　　  500円

普・軽自動車　　　300円

駐車料

信玄由来の伝統工芸を中心に栄えるエリア。驚きの職

人技を見学したり、自分だけのオリジナル作品が作れ

ます。

集落ゾーン（暮らしのエリア）

体験工房【布の館(大石紬含む)、つるしびなの館、紙の館】

地域文化創造館食事処（そば屋）、県内物産館

西湖・根場の歴史文化の紹介や地元の人々とのふれ

あいが楽しいエリア。懐かしき日本へタイムスリップ。

寄りやゾーン（地元の人々が集うエリア）

体験教室（押し花教室・絵手紙教室）、

特産品加工工場、水車小屋

地域文化創造館食事処（こんにゃく料理）

案内所、資料館（企画展；富嶽三十六景浮世絵展～9/15）

ーイメージ図ー




